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　福知山観光協会は、昨年花の十景選定委員会を設置し、「花の十景」を選定しました。
　市内長尾では、地元の有志で組織する「花の郷長尾」の皆さんが植栽を始め、９０００株のシバザクラが国
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「観音寺のアジサイ」（観音寺）、「洞玄寺のボタン」（石原）、「頼光寺のナンジャモンジャ」（川北）、
「野笹の睡蓮」（野笹）、「養泉寺の萩」（中）、「久宝寺のムクゲ」（草山）、「福知山城のききょう」（内
記）があります。
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教
育
の
ま
ち　

ふ
く
ち
や
ま
の
実
現
の
た

め
に

●
「
教
育
の
日
」、「
家
族
ふ
れ
あ
い
の
日
」

の
設
定

●
教
育
委
員
会
活
動
の
自
己
点
検
・
評
価
・

公
表
な
ど
開
か
れ
た
教
育
行
政
の
推
進

●
教
職
員
の
指
導
力
の
向
上

知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
学
力

の
た
め
に

●
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
授
業

●
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
る
た
め
の
授

業●
家
庭
学
習
の
支
援

●
時
代
の
要
請
に
応
え
る
新
し
い
教
育
制

度
の
研
究
・
導
入

心
身
と
も
に
健
や
か
な
子
ど
も
を
育
成
す

る
た
め
に

●
好
ま
し
い
人
間
関
係
、
豊
か
な
感
性
・

社
会
性
や
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
態
度
の

育
成

●
親
子
関
係
づ
く
り
と
一
人
ひ
と
り
を
大

切
に
す
る
人
権
教
育
の
推
進

●
い
じ
め
の
根
絶
や
、
不
登
校
の
解
消
に

向
け
た
積
極
的
な
取
り
組
み

●
た
く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の
健
康
な
体

づ
く
り

●
競
技
力
の
向
上
を
め
ざ
す
シ
ス
テ
ム
の

構
築

特
別
支
援
教
育
の
充
実
の
た
め
に

●
専
門
的
な
相
談
体
制
や
障
害
の
特
性
に

応
じ
た
支
援
を
行
う
セ
ン
タ
ー
の
設
置

●
通
級
指
導
教
室
の
機
能
の
充
実

●
特
別
支
援
連
携
チ
ー
ム
に
よ
る
学
校

（
園
）、
保
護
者
へ
の
巡
回
指
導
の
充
実

●
特
別
支
援
教
育
推
進
体
制
の
さ
ら
な
る

整
備
と
、
専
門
性
の
高
い
指
導
者
の
育
成

幼
稚
園
教
育
の
充
実
の
た
め
に

●
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培

う
教
育
の
充
実

●
発
達
障
害
の
あ
る
幼
児
一
人
ひ
と
り
の

教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、
適
切
な
指
導

と
園
内
体
制
の
充
実

育
て
よ
う
「
確
か
な
学
力
」「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」

教
育
内
容
を
充
実
す
る
施
策

　教育委員会では、子どもたちのより良い教育環境と教育条件を整えるため、平成２０年２月
５日に「学校教育審議会」（ 安  東  茂  樹 会長）を設置し、「今後の学校教育のあり方」、「市

あん どう しげ き

立学校の適正規模および適正配置のあり方」について諮問し、３月２７日に最終答申を受けまし
た。その概要をお知らせします。　　　　　　　　　　　　　　■教育総務課（℡２４‐７０６１）

学校のこと教育のこと

　

答
申
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

な
ど
に
よ
り
情
報
が
高
度
化
、
国
際
化
す

る
変
化
の
激
し
い
社
会
の
中
で
、
子
ど
も

た
ち
に
は
、
変
化
に
対
応
す
る
確
か
な
学

力
や
、
豊
か
な
人
間
性
、
健
や
か
な
体
を

は
ぐ
く
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
複
式
学
級
を
解
消
し

た
一
定
集
団
の
も
と
で
、
適
切
な
規
模
の

班
や
グ
ル
ー
プ
編
成
を
し
た
り
、
個
々
の

存
在
を
認
め
た
り
す
る
教
育
が
必
要
で
あ

る
と
し
て
、
教
育
内
容
の
充
実
の
施
策
お

よ
び
適
正
規
模
・
適
正
配
置
の
施
策
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
提
言
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
学
校
で
学
ん
だ

こ
と
を
誇
り
に
思
う
学
校
づ
く
り
を
、
保

護
者
、
地
域
社
会
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
連

携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

▲「学校教育審議会」（安東茂樹会長）から答申を受ける
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特集　子どもたちの明日のために　学校のこと教育のこと

学
校
教
育
環
境
の
整
備

●
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を
目
指
し
た
情

報
機
器
の
充
実
や
、
読
書
を
促
す
環
境
整

備●
学
校
施
設
の
耐
震
化
な
ど
安
全
・
安
心

な
学
校
づ
く
り

統
廃
合
検
討
の
手
法
・
手
順

①
複
式
学
級
の
解
消
を
念
頭
に
、
統
廃
合

を
検
討
し
ま
す
。

②
各
学
年
に
単
学
級
は
設
置
で
き
て
も
、

お
お
む
ね

人
の
学
級
集
団
を
著
し
く
下

２０

回
る
学
校
に
つ
い
て
も
統
廃
合
を
検
討
し

ま
す
。

③
小
学
校
は
、
基
本
的
に
現
在
の
中
学
校

区
単
位
で
の
統
廃
合
を
検
討
し
ま
す
。

④
中
学
校
は
、
隣
接
校
を
基
本
と
し
統
合

を
検
討
し
ま
す
。

⑤
児
童
生
徒
数
の
将
来
推
計
も
要
因
に
し

て
、
統
合
を
検
討
し
ま
す
。

⑥
複
式
学
級
の
解
消
は
、
義
務
教
育
標
準

法（
※
）第
３
条
に
基
づ
く
学
級
編
成（
国

基
準
）を
仮
定
し
、
検
討
し
ま
す
。

※
義
務
教
育
標
準
法

公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
成
及

び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律

学
区
修
正（
学
区
の
境
界
の
変
更
）の
考
え

方
児
童
生
徒
数
の
将
来
推
計
や
、
地
理
的

接
続
性
、
通
学
距
離
・
時
間
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
文
化
・
歴
史
な
ど
の
総
合
的
な

意
見
を
取
り
入
れ
た
検
討
が
必
要
で
す
。

適
正
規
模
・
適
正
配
置
の
推
進
に
つ
い
て

こ
の
手
法
・
手
順
や
考
え
方
に
よ
り
、

統
合
や
学
区
修
正
の
検
討
が
必
要
と
さ
れ

た
学
校
は
、
下
表
の

小
学
校
、
１
中
学

１７

校
で
す
。

統
廃
合
な
ど
の
推
進
は
、
保
護
者
や
地

域
住
民
な
ど
関
係
者
の
理
解
を
得
な
が
ら
、

丁
寧
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
保
護
者
や
地
域
の

皆
さ
ん
に
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
に
つ

い
て
、
課
題
を
一
緒
に
考
え
、
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
検
討
の
対
象
と
な
っ
た
学
区
で
、

こ
の
答
申
の
説
明
会
を
開
催
し
、
意
見
を

お
伺
い
し
て
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム（
計
画
書
）

の
案
を
作
成
し
ま
す
。

※
答
申
書
は
、
教
育
総
務
課
・
市
役
所
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
市
政
情
報
）で
閲
覧
で
き
ま
す
。

適
正
規
模
・
適
正
配
置
の

具
体
的
な
進
め
方
の
案

教
育
委
員
会
の
今
後
の
取
り
組
み

平成２６年度平成２５年度平成２４年度平成２３年度平成２２年度平成２１年度平成２０年度
学校名

人数学級数人数学級数人数学級数人数学級数人数学級数人数学級数人数学級数

374384354363394444434天 津 小 学 校

383474515515485545525上六人部小学校

274264233223243253323中六人部小学校

576646586585585745825上川口小学校

293283313334304284284三 岳 小 学 校

303303374384354364394金 谷 小 学 校

243253224224163143123公 誠 小 学 校

324304314354374394434佐 賀 小 学 校

344324384364404395424菟 原 小 学 校

484504565625726806966細 見 小 学 校

133133143123153173183川 合 小 学 校

404505545566626626636精 華 小 学 校

203223273283343364384育 英 小 学 校

535506616626556666636明 正 小 学 校

1086109610061026114611861286美 河 小 学 校

556606646595535564504美 鈴 小 学 校

414454495505546536616有 仁 小 学 校

724252525272102北 陵 中 学 校

※学級数は、義務教育標準法に基づいて試算した学校全体の学級数です。

統合や学区修正が必要とされた学校の学級数および児童生徒数の推移予測
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●
介
護
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

基
盤
の
整
備

　

訪
問
介
護
や
通
所
介
護
な
ど
各
種
の
居

宅
サ
ー
ビ
ス
、
認
知
症
対
応
型
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
に
は
、
よ

り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
各
種
の

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
整
備
、
定
員
枠
の
拡

大
な
ど
の
体
制
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
な
ど
の
施

設
サ
ー
ビ
ス
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
化
の
促
進
に

努
め
ま
す
。

●
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
円
滑
な
運

営

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
、
利
用
者
本
意
の

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
や
的
確
な
ケ

ア
が
行
え
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
も
介
護
保
険
制
度
の
普
及

啓
発
に
努
め
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

促
進
を
図
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
の
推
進
、
高

齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
、
健
康
で

自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
し
ま

す
。

●
生
き
が
い
づ
く
り
の
支
援

　

高
齢
者
の
生
涯
学
習
活
動
、
文
化
活
動
、

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、

世
代
間
交
流
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
の
防
止

や
自
立
支
援
、
地
域
社
会
で
の
社
会
貢
献

活
動
に
つ
な
が
る
よ
う
、
積
極
的
に
社
会

参
加
を
促
進
し
ま
す
。

●
認
知
症
高
齢
者
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体

制
の
強
化

　

地
域
全
体
で
認
知
症
高
齢
者
の
生
活
の

支
援
に
努
め
ま
す
。
認
知
症
の
見
守
り
や

早
期
発
見
な
ど
の
対
応
を
行
う
な
ど
、
認

知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
包

括
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
強
化
し
ま

す
。

　

ま
た
、
早
期
診
断
・
適
切
な
ケ
ア
の
普

及
や
認
知
症
高
齢
者
・
家
族
な
ど
へ
の
支

援
、
認
知
症
に
対
す
る
理
解
を
促
し
ま
す
。

●
高
齢
者
に
や
さ
し
い
、
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り

　

民
生
委
員
や
自
治
会
、
保
健
・
福
祉
・

医
療
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
力
、
連
携
し

高
齢
者
の
権
利
擁
護
、
虐
待
の
防
止
、
介

護
家
族
者
へ
の
支
援
、
交
通
安
全
、
防
火

防
災
、
防
犯
対
策
の
強
化
な
ど
を
促
進
し

ま
す
。

　

地
域
の
高
齢
者
す
べ
て
の
心
身
の
健
康

や
地
域
の
保
健
、
福
祉
、
医
療
の
向
上
・

増
進
の
た
め
に
必
要
な
支
援
を
推
進
す
る

た
め
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能

を
強
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
知
識
や
介
護
の
方
法
な
ど

の
普
及
、
介
護
相
談
な
ど
に
よ
る
介
護
予

防
の
推
進
、
自
立
し
た
生
活
を
確
保
す
る

た
め
に
必
要
な
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

　

各
種
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、

地
域
で
支
え
る
包
括
的
な
支
援
体
制
を
つ

く
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
尊
厳
を
保
持
し
、
高

齢
者
の
立
場
に
立
っ
た
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
相
談
業
務
活
動

を
充
実
し
ま
す
。

※
第
５
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
は
、
高

齢
者
福
祉
課
・
市
役
所
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
・
各
支
所
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
市
政
情
報
）で
閲
覧
で
き
ま
す
。

適
切
な
介
護
給
付
・
介
護
予
防

給
付
の
実
施

高
齢
者
保
健
福
祉
基
盤
の
充
実

高
齢
者
が
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り

高
齢
者
を
地
域
全
体
で
支
え
る

シ
ス
テ
ム
づ
く
り

計
画
の
円
滑
な
推
進
に
向
け
て

　

市
で
は
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
第
５
次
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画
期
間
は
、
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度

２１

２３

ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　

今
後
は
こ
の
計
画
を
指
針
と
し
て
、
介
護
保
険
制
度
の
各
種
事
業
の
ほ

か
介
護
予
防
事
業
や
相
談
事
業
、
介
護
施
設
の
整
備
な
ど
を
総
合
的
に
推

進
し
「
さ
さ
え
あ
い　

共
に
幸
せ
を
生
き
る
ま
ち　

ふ
く
ち
や
ま
」
の
実

現
を
め
ざ
し
ま
す
。　　
　
　
 
■
高
齢
者
福
祉
課
（
℡　

‐
７
０
１
３
）

２４

い
つ
ま
で
も
健
康
で

と
も
に
さ
さ
え
あ
う

第
５
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

策定
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交
際
費
を
公
開
し
ま
す

計3月2月1月
金額（円）件金額（円）件金額（円）件金額（円）件
262,0002687,250951,5004123,25013弔慰金など

市 長
40,000715,00035,000120,0003祝金など
88,000153,000111,000274,00012会費 
4,04024,04020000その他

394,04050109,2901567,5007217,25028計
63,950555,9503008,0002弔慰金など

議 長
15,00025,000110,000100祝金など
25,0004000025,0004会費 

00000000その他
103,9501160,950410,000133,0006計
62,02585,00015,000152,0256弔慰金など

教育長
10,0001000010,0001祝金など
21,0004005,000116,0003会費 

00000000その他
93,025135,000110,000278,02510計
5,0001

‐‐‐‐

5,0001弔慰金など

消防長
0000祝金など
0000会費 
0000その他

5,000100005,0001計

‐‐‐‐‐‐‐‐

弔慰金など
ガス水道
事   業
管理者

祝金など
会費 
その他

00000000計
0000

‐‐‐‐

弔慰金など
病  院
事   業
管理者

10,775210,7752祝金など
0000会費 
0000その他

10,775210,77520000計

■
秘
書
広
報
課（
℡　

‐
７
０
３
２
）

２４

■
教
育
総
務
課（
℡　

‐
７
０
６
１
）

２４

■
ガ
ス
水
道
部
総
務
課（
℡　

‐
６
５
０
３
）

２２

■
議
会
事
務
局（
℡　

‐
７
０
３
１
）

２４

■
消
防
本
部（
℡　

‐
０
１
１
９
）

２４

■
市
民
病
院
総
務
課（
℡　

‐
２
１
０
１
）

２２

　

市
長
、
議
長
、
教
育
長
、
消
防
長
、
ガ
ス
水
道
事
業
管
理
者
、
病
院
事
業
管
理
者
の
交
際

費
を
公
開
し
ま
す
。

　

交
際
費
と
は
、
市
を
代
表
し
て
の
外
部
交
渉
や
行
政
の
執
行
を
よ
り
円
滑
に
す
す
め
る
た

め
の
経
費
で
す
。

　

詳
細
は
、
市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
市
政
情
報
）を
ご
ら
ん
く

だ
さ
い
。

0

50

100

150

200

250
福知山市における死亡原因(H19)

悪
性
新
生
物 

心
疾
患 

肺
炎 

脳
血
管
疾
患 

老
衰 

230 227
170 157

33

肺がん 
 48㌫ 

胃がん 
23㌫ 

大腸がん 
18㌫ 

胃がん 
23㌫ 

大腸がん 
18㌫ 

前立腺がん 11㌫ 

胃がん 
35㌫ 

肺がん 29㌫ 

大腸がん 
18㌫ 

乳がん9㌫ 乳がん9㌫ 

子宮がん 9㌫ 子宮がん 9㌫ 

男性 

女性 
（件） 

　市における死因の１位は「悪性新生
物（がん）」です。その中で、男性のがん
死亡の第１位は「肺がん」、女性の第
１位は「胃がん」です。がんは早期に発
見することが大切です。自分のために、
大切な人や家族のために、年に１度は
「がん検診」を受けましょう。
■健康推進室（℡２３‐２７８８）

福知山市に住民票があれば受診できる検診
費用受け方対象（平成２２年３月３１日現在の年齢）検診の種類

５００円集団のみ４０歳以上胃部検診（エックス線検査）
５００円集団のみ４０・４５・５０・５５・６０・６５歳の節目年齢胃部検診（血液検査）
無料
（痰の検査：５００円）集団と地域巡回４０歳以上（結核検診は６５歳以上）肺がん・結核検診

１００円集団または個別４０歳以上大腸がん検診
２００円集団または個別５０歳以上の男性前立腺がん検診

７００円３０～３９歳は個別のみ
４０歳以上は集団または個別３０歳以上の女性乳がん検診

（２年に１回受けてください）

７００円２０～３９歳は個別のみ
４０歳以上は集団または個別２０歳以上の女性子宮がん検診

※集団…各保健福祉センターまたは地域会場で実施します。個別…指定の医療機関で実施します。 
※７０歳以上（Ｓ１５．３．３１生以前）は無料 
※市民税非課税世帯・生活保護世帯は無料（事前にお近くの保健福祉センターへお問い合わせください）
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谷  
口  
英  
明 
さ
ん（
駅
前
町
）

た
に 
ぐ
ち 
ひ
で 
あ
き

　

駅
前
町
自
治
会
長（　

年
）・
福

１０

知
山
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
審
議

会
委
員（　

年
６
月
）と
し
て
自
治

１２

振
興
に
貢
献
。

 
梅  
原  
万  
喜 
三
   

さ
ん（
多
保
市
）

う
め 
は
ら 

ま 

き 

ぞ
う

　

多
保
市
自
治
会
長（
４
年
）・
福

知
山
市
議
会
議
員（
８
年
）・
福
知

山
市
農
業
委
員
会
委
員（
３
年
）と

し
て
自
治
振
興
に
貢
献
。

 
本  
多  
俊  
秋 
さ
ん（
長
田
北
）

ほ
ん 

だ 

と
し 
あ
き

　

福
知
山
市
農
業
委
員
会
委
員

（　

年
８
月
）・
長
田
北
自
治
会
長

１５
（
６
年
）と
し
て
自
治
振
興
に
貢
献
。

 
植  
村  
繁  
樹 
さ
ん（
城
山
）

う
え 
む
ら 
し
げ 

き

　

庵
我
分
団
長（
４
年
）・
城
山
自

治
会
長（　

年
）と
し
て
自
治
振
興

１１

に
貢
献
。

 
山  
路  
松  
市 
さ
ん（
北
岡
町
）

や
ま 

じ 
し
ょ
う 
い
ち

　

北
岡
町
自
治
会
長（　

年
）と
し

１５

て
自
治
振
興
に
貢
献
。

　
た
か

   
 
日  
音  　
 
さ
ん（
三
俣
）

ひ 

お
と 
ひ
こ

　

福
知
山
市
助
役（　

年
）・
福
知

１０

山
市
長（
４
年
）と
し
て
自
治
振
興

に
貢
献
。

 
衣  
川  
武 
さ
ん（
梅
谷
）

き
ぬ 
が
わ 
た
け
し

　

金
谷
分
団
長（
４
年
）・
福
知
山

市
消
防
団
副
団
長（
２
年
）・
福
知

山
市
消
防
団
団
長（
６
年
）・
梅
谷

自
治
会
長（
１
年
）・
福
知
山
市
農

業
委
員
会
委
員（
３
年
８
月
）と
し

て
自
治
振
興
に
貢
献
。

 
芦  
田 
ふ
ゆ 
子 
さ
ん（
東
羽
合
）

あ
し 

だ 

こ

　

福
知
山
市
教
育
委
員
会
教
育
委

員（　

年
５
月
）と
し
て
自
治
振
興

１５
に
貢
献
。

 
西  
本  
庄  
之  
助 
さ
ん（
鴨
野
町
）

に
し 
も
と 
し
ょ
う 
の 

す
け

　

鴨
野
町
自
治
会
長（　

年
３
月
）

１５

と
し
て
自
治
振
興
に
貢
献
。

 
永  
田  
常 
さ
ん（
岡
ノ
二
町
）

な
が 

た 
ま
も
る

　

岡
ノ
二
町
自
治
会
長
と
し
て
自

治
振
興
に
貢
献
。

 
笹  
部  
理 
さ
ん（
広
峯
町
）

さ
さ 

べ 
お
さ
む

　

広
峯
町
自
治
会
長
と
し
て
自
治

振
興
に
貢
献
。

 
植  
田  
孝  
太  
郎 
さ
ん（
十
二
）

う
え 

だ 

こ
う 

た 

ろ
う

　

十
二
自
治
会
長
と
し
て
自
治
振

興
に
貢
献
。

 
岸  
田  
正  
一 
さ
ん（
蛇
ケ
端
）

き
し 

だ 

ま
さ 
か
ず

　

福
知
山
市
消
防
団
団
長
・
副
団

長
、大
正
分
団
長
と
し
て
消
防
防

災
に
貢
献
。

 
衣  
川  
利  
章 
さ
ん（
今
西
中
）

き
ぬ 
が
わ 
と
し 
あ
き

　

福
知
山
市
消
防
団
副
団
長
、夜

久
野
町
消
防
団
副
団
長
、下
分
団

長
と
し
て
消
防
防
災
に
貢
献
。

 
勝  
井  
弘  
司 
さ
ん（
小
原
田
）

か
つ 

い 

ひ
ろ 

し

　

福
知
山
市
消
防
団
副
団
長
、大

江
町
消
防
団
副
団
長
、河
西
分
団

長
と
し
て
消
防
防
災
に
貢
献
。

 
今  
田 
匠
   

さ
ん（
金
屋
）

い
ま 

だ 
た
く
み

　

福
知
山
市
消
防
団
副
団
長
、大

江
町
消
防
団
副
団
長
、河
守
分
団

長
と
し
て
消
防
防
災
に
貢
献
。

 
小  
山  
榮  
一 
さ
ん（
大
阪
府
高
槻
市
）

こ 

や
ま 
え
い 
い
ち

　

長
田
野
工
業
セ
ン
タ
ー
理
事
長

と
し
て
産
業
振
興
に
貢
献
。

 
片  
山 
正
   

さ
ん（
内
記
一
丁
目
）

か
た 
や
ま 
た
だ
し

　
　

年
に
わ
た
り
福
知
山
城
周
辺

３０
の
美
化
・
清
掃
を
さ
れ
、地
域
環
境

美
化
に
貢
献
。

 
桐  
村  
嵩  
司 
さ
ん（
北
栄
町
）

き
り 
む
ら 
た
か 

し

　

第
８
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
お
い
て
、
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
競
技
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
・

デ
ィ
ス
リ
ー
ト
・
５
優
勝
。

自
治
功
労
者
表
彰

有
功
者
表
彰

ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰

―長年の功績と健闘をたたえて―
平成２１年度自治功労者・有功者・スポーツ賞表彰式

　本市の市制施行記念日である４月
１日、市では「平成２１年度自治功労
者・有功者・スポーツ賞表彰式」を
市民会館で行い、それぞれの分野で、
市の発展に貢献されたみなさんの功
績と健闘をたたえました。受賞され
たみなさんを紹介します。

（経歴は４月１日現在）
■秘書広報課（℡２４‐７０３２）

▲自治功労者・有功者・スポーツ賞を受賞
された皆さん
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平
成　

年
度
か
ら
の
介
護
保
険

２１

料
は
、
介
護
保
険
料
比
較
表（
下

表
）の
③
平
成　

年
度
〜　

年
度

２１

２３

（
臨
時
特
例
交
付
金
計
上
後
）の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
基
準
額
は
、
月
額
３
９

５
４
円
と
な
り
ま
す
。

所
得
段
階
の
細
分
化

　

所
得
段
階
を
７
段
階
か
ら　

段
１２

階
に
細
分
化
。

介
護
保
険
料
の
増
加
の
理
由

▼
高
齢
者（
被
保
険
者
）の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
こ
と

▼
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
が
増
加
し
、
介
護
保
険
給
付
費

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

▼　

歳
以
上
の
人（
第
１
号
被
保

６５
険
者
）の
保
険
料
の
負
担
割
合
が

増
え
た
こ
と

▼
介
護
報
酬
が
プ
ラ
ス
３
㌫
改
定

さ
れ
た
こ
と

　

こ
の
結
果
、
比
較
表
の
と
お
り

介
護
保
険
料
が
増
加
し
ま
し
た
。

臨
時
特
例
交
付
金
に
よ
り
介
護
保

険
料
を
軽
減

　

介
護
保
険
料
の
増
加
を
抑
え
る

た
め
、
臨
時
特
例
交
付
金
に
よ
る

軽
減
措
置
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら　

２１

２３

年
度
の
保
険
料
を
均
等
に
軽
減

（
介
護
報
酬
プ
ラ
ス
３
㌫
改
定
の

う
ち
１
・
５
㌫
軽
減
）し
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
の
し
か
た

年
金
か
ら
の
引
き
去
り（
特
別
徴

収
）

　

老
齢
基
礎
・
退
職
・
遺
族
・
障

害
年
金
を
１
年
に　

万
円
以
上
受

１８

給
し
て
い
る
人
の
保
険
料
は
、
年

６
回
の
年
金
支
払
い
月
に
、
あ
ら

か
じ
め
年
金
か
ら
２
カ
月
分
ず
つ

引
き
去
り
し
ま
す
。
た
だ
し
、
新

た
に　

歳
に
な
ら
れ
た
人
は
、　

６５

６５

歳
到
達
後
、
お
お
む
ね
半
年
後
か

ら
引
き
去
り
を
開
始
し
ま
す
。
そ

の
間
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
福
祉
年
金
は
、
年

金
か
ら
の
引
き
去
り
の
対
象
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
・
納
付
書
に
よ
る
直
接

納
付
（
普
通
徴
収
）

　

年
金
の
額
が
１
年
に　

万
円
に

１８

満
た
な
い
人
な
ど
は
、
年
額
を
６

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の　

回
に

１０

分
け
て
、
口
座
振
替
ま
た
は
納
付

書
で
指
定
の
金
融
機
関
な
ど
で
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

保
険
料
の
減
免

　

保
険
料
の
所
得
段
階
が
第
２
お

よ
び
第
３
段
階
（
世
帯
全
員
が
住

民
税
非
課
税
）
の
人
は
、
い
く
つ 

か
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
申
請

に
よ
り
第
１
段
階
相
当
に
な
り
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

（
℡　

‐
７
０
１
３
） 

24

　

４
月
臨
時
市
議
会
が
、
４
月　
２３

日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
市
議
会
に
、
市
で
は
一
般

会
計
で
２
６
０
０
万
円
を
補
正
し
、

一
般
会
計
の
総
額
を
３
７
５
億
５

１
１
７
万
９
０
０
０
円
と
す
る
補

正
予
算
な
ど
合
わ
せ
て
３
議
案
を

提
案
。
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
決

ま
り
ま
し
た
。

補
正
予
算　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
般
会
計

▼
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行

事
業　
　
　
　

…
２
０
０
０
万
円

▼
元
気
な
お
店
づ
く
り
応
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　

…
６
０
０
万
円

そ
の
他　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

専
決
処
分
の
承
認

▼
市
税
条
例
（
一
部
改
正
）

▼
都
市
計
画
税
条
例（
一
部
改
正
）

人
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

　
 
磯  　
  
弘  
規 
さ
ん
（
旭
が
丘
）

い
そ 
ざ
き 
ひ
ろ 

き

③平成２１年度～
　２３年度
（臨時特例交付金計上後）

介護保険料比較表 ６５歳以上の人（第１号被保険者）の保険料
②平成２１年度～２３年度（臨時特例交付金計上前）①平成１８年度～２０年度

保険料年額保険料年額標準割合対象者新所得段階保険料年額標準割合旧所得段階

２１，３５０円２１，６５０円基準額
×０．４５

生活保護受給者または世帯全員が住民
税非課税で老齢福祉年金受給者第１段階１９，９７０円基準額

×０．４５第１段階

２８，４７０円２８，８７０円基準額
×０．６０

世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年金
収入額と前年合計所得金額が８０万円以下の人第２段階２６，６３０円基準額

×０．６０第２段階

３５，５９０円３６，０８０円基準額
×０．７５

世帯全員が住民税非課税で、新所得段
階の第２段階に該当しない人第３段階３３，２８０円基準額

×０．７５第３段階

４１，５２０円４２，１００円基準額
×０．８７５

本人が住民税非課税で課税年金収入額と前年
合計所得金額を合わせた額が８０万円以下の人第４段階

４４，３８０円基準額第４段階
４７，４５０円４８，１１０円基準額本人が住民税非課税で新所得段階の第

４段階以外の人第５段階

５４，５６０円５５，３２０円基準額
×１．１５

本人が住民税課税で、前年合計所得金
額が１２５万円以下の人第６段階

５５，４７０円基準額
×１．２５第５段階

６１，６８０円６２，５４０円基準額
×１．３０

本人が住民税課税で、前年合計所得金
額が１２５万円超～２００万円未満の人第７段階

７３，５４０円７４，５７０円基準額
×１．５５

本人が住民税課税で前年合計所得金額
が２００万円以上３５０万円未満の人第８段階

６６，５６０円基準額
×１．５０第６段階

７８，２８０円７９，３８０円基準額
×１．６５

本人が住民税課税で、前年合計所得金
額が３５０万円以上５００万円未満の人第９段階

８３，０３０円８４，１９０円基準額
×１．７５

本人が住民税課税で、前年合計所得金
額が５００万円以上６５０万円未満の人第１０段階

８７，７７０円８９，０００円基準額
×１．８５

本人が住民税課税で、前年合計所得金
額が６５０万円以上８００万円未満の人第１１段階

９４，８９０円９６，２１０円基準額
×２．００

本人が住民税課税で、前年合計所得金
額が８００万円以上の人第１２段階７５，４４０円基準額

×１．７０第７段階

 
４
月
臨
時
市
議
会

平
成　

年
度
一
般
会
計

２１

補
正
予
算
な
ど

3  
議
案
決
ま
る
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まちかど 
ウオッチング 

「広報ふくちやま」にあなたが写っていたら、
サービスサイズを１枚差し上げます。
■秘書広報課広報係（℡２４‐７０００）

　４月４日、まつりの名物「福知山おどり」
のパレードが広小路通りで盛大に行われ、
米傳福踊会、夜久野元気はつらつグルー
プやかしの木台など１３団体、約４５０人がそ
ろいの浴衣を着て踊りを披露しました。

　「第９回光秀忍たま武道大会」を福知山
城公園周辺で開催しました。
　小学生の児童約６０人が参加し、手裏剣
術や吹き矢術などの忍者修行に挑戦しま
した。
　特に、法川での水上走りでは、バラン
スを崩して川に落ちそうになる子もいま
したが、全員無事に川を渡り、家族や見
物人から大きな歓声を受けていました。

川に落ちないように、慎重に

光秀忍たま武道大会4
5

4
1

　福知山駅の高架下、駅北口に観光案内所
がオープンしました。
　市の玄関口として情報発信を行うため、
観光案内のほかにパンフレットの配布や市
内の土産品を展示しています。
　また、地域の名所の写真などを展示した
観光ギャラリーも併設しており、多くの観光
客にご利用いただけることを期待しています。
●利用時間
　平　日　　　午前８時３０分～午後５時
　土・日・祝日　午前１０時～午後５時
　※１２月２８日～１月４日は除く
●問い合わせ先／福知山観光案内所（福知
　山駅内　℡ ２２ ‐ ２２２８）

「ドッコイセ、ドッコイセ」 福知山の観光情報を発信します

お城まつり
福知山おどりパレード

●
飽
く
な
き
探
究
心
で
●

　

紙
と
鉛
筆
だ
け
で
数
式
を
操
る

理
論
家
、
あ
る
い
は
実
験
室
で
観

察
に
明
け
暮
れ
る
孤
高
の
天
才
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
と
聞
い
て
、

私
た
ち
は
そ
ん
な
科
学
者
像
を
思

い
浮
か
べ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
下
村
さ
ん
の
研
究

は
地
道
で
型
破
り
。
生
物
の
発
光

の
謎
を
解
明
し
た
い
一
心
で　

年
１９

間
海
へ
通
い
、
家
族
や
住
民
と　
８５

万
匹
も
の
オ
ワ
ン
ク
ラ
ゲ
を
手
作

業
で
採
集
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
重

量
は
な
ん
と　

㌧
。

５０

　

極
め
て
微
量
の
緑
色
蛍
光
タ
ン

パ
ク
質
を
抽
出
す
る
た
め
、
ほ
か

の
研
究
者
が
尻
込
み
す
る
作
業
に

自
ら
を
投
じ
、
飽
く
な
き
探
究
心

で
目
的
を
果
た
し
た
下
村
さ
ん
。

　

ひ
ら
め
き
だ
け
で
な
く
情
熱
と

努
力
で
成
し
遂
げ
ら
れ
た
そ
の
偉

業
を
、
全
世
界
が
称
え
て
い
ま
す
。

下
村
さ
ん
の

　

コ
コ
が
知
り
た
い
！

下村脩さん
（提供　長崎大学）

4 4

観
光
案
内
所

オ
ー
プ
ン
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約
３
カ
月
間
で
タ
バ
コ
か
ら
の

卒
業
を
目
指
し
ま
す
。

と
き
／
６
月
２
日（
火
）

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

３０

と
こ
ろ
／
中
央
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
北
本
町
二
区
）

内
容
／
保
健
師
に
よ
る
講
話
、
息

の
中
の
一
酸
化
炭
素
測
定
・
尿
中

ニ
コ
チ
ン
検
査
、
交
流
会
、
希
望

者
に
は
保
健
師
・
看
護
師
に
よ
る

個
別
相
談

対
象
／
タ
バ
コ
を
卒
業
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
市
民

定
員
／　

人
３０

※
申
込
多
数
の
場
合
、
抽
選

参
加
料
／
無
料

申
込
方
法
／
５
月　

日（
水
）ま
で

２７

に
電
話
で
中
央
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
℡　

‐
２
７
８
８
）ま
で
。

２３

※
申
し
込
み
者
に
は
、
後
日
詳
細

を
案
内
し
ま
す
。

　

ナ
イ
ス
ミ
デ
ィ（
子
育
て
一
段

落
世
代
）に
贈
る
、
知
っ
て
得
す
る

健
康
講
座
で
す
。

と
き

▼
１
回
目　

５
月　

日（
金
）

２９

▼
２
回
目　

６
月
８
日（
月
）　

い
ず
れ
も
午
前
９
時　

分
〜
正
午

３０

※
７
月
と
９
月
に
も
実
施
し
ま
す
。

（
全
４
回
シ
リ
ー
ズ
）

と
こ
ろ
／
北
部
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
中
央
）

対
象
／　

歳
〜　

歳
代
の
女
性

３０

４０

内
容（
テ
ー
マ
）

▼
１
回
目
「
自
分
磨
き
を
始
め
よ

う
！
」（
基
礎
編
）

▼
２
回
目
「
き
れ
い
を
つ
く
る
体

づ
く
り
」（
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
編
）

定
員
／
各
回　

人（
先
着
順
）

２０

※
１
回
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
費
／
無
料

申
込
方
法
／
電
話
で
北
部
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
２
６
２
０
）

５６

ま
で
。

と
き
・
と
こ
ろ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

第
１
・
３
木
曜
日

　

午
後
７
時
〜

　

市
民
体
育
館（
和
久
市
町
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

第
２
・
４
火
曜
日　

午
前
中

　

三
段
池
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
猪
崎
）

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル

　

第
３
・
４
日
曜
日　

午
前
中

　

仲
ノ
坪
公
園（
篠
尾
新
町
）

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

第
２
・
４
金
曜
日

　

午
後
６
時　

分
〜
７
時　

分

３０

３０

　

温
水
プ
ー
ル（
和
久
市
町
）

応
募
資
格
／
市
内
在
住
・
在
勤
の

小
学
３
年
生
以
上
の
人

年
会
費（
保
険
料
含
む
）

▼
大
人　
　
　
　
　

３
５
０
０
円

▼
中
学
生
以
下　
　

１
５
０
０
円

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
福
知
山
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事

務
局（
市
民
体
育
館
内　

℡
・　
　
２２

‐
４
６
５
７
）ま
で
。

入
所
条
件

▼
大
江
地
域
へ
の
転
入
希
望
者

▼
お
お
む
ね　

歳
以
下
の
人
で
構

４５

成
さ
れ
る
世
帯

▼
秩
序
や
風
紀
を
乱
さ
な
い
人

入
所
の
決
定

　

運
営
委
員
会
の
意
見
を
聞
き
入

所
を
決
定
し
ま
す
。

入
所
日
／
７
月
１
日（
水
）

申
請
に
必
要
な
書
類

①
入
所
申
請
書

②
申
込
理
由
書

※
①
お
よ
び
②
の
用
紙
は
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
、
各
支
所
に
あ

り
ま
す
。

③
入
所
を
希
望
す
る
人
全
員
の
住

民
票
の
写
し（
ま
た
は
外
国
人
登

録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
）

④
入
所
を
希
望
す
る
人
全
員
の
所

得
を
証
明
す
る
書
類

申
請
方
法
／
５
月　

日（
水
）〜
６

２０

月
１
日（
月
）午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
５
時
に
大
江
支
所
地
域
振
興
係

（
℡　

‐
１
１
０
２
）ま
で
お
越
し

５６
く
だ
さ
い
。

※
土
・
日
は
除
き
ま
す
。

応
募
資
格
／　

歳
以
上
で
由
良
川

２０

付
近
に
居
住
の
人

任
期
／
７
月
１
日
か
ら
１
年
間

報
酬
／
月
額
４
５
８
０
円

（
平
成　

年
度
実
績
）

２０

選
考
／
選
考
結
果
は
６
月
下
旬
に

応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

応
募
締
切
／
６
月
５
日（
金
）

　

応
募
方
法
な
ど
く
わ
し
い
こ
と

は
、
国
土
交
通
省
福
知
山
河
川
国

道
事
務
所
河
川
管
理
課（
℡　

‐
５

２２

１
０
４
）ま
で
。

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

卒
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

鬼
の
里
Ｕ
タ
ー
ン
プ
ラ
ザ

入
所
者

福
知
山
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

Ｕターンプラザ１（公庄上）
共益費（月額）使用料（月額）募集数

１，０００円４０，０００円２室２ＬＤＫ

Ｕターンプラザ２（波美）
共益費（月額）使用料（月額）募集数

１，０００円４２，０００円１室Ｂ棟２ＬＤＫ

１，０００円３５，０００円２室Ｃ棟２ＬＤＫ
※入所時、別途保証金１０万円が必要です。

ナ
イ
ス
ミ
デ
ィ

★ 
知 
っ 
得 
講
座

し 

と
く
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〜
深
刻
化
す
る
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の

現
状
と
大
人
の
役
割
〜

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話

な
ど
の
「
ネ
ッ
ト
」
社
会
が
進
展

す
る
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
巻
き

込
ま
れ
る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
悪
質
な
い
じ
め
や
犯
罪
が
社

会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト

を
介
し
た
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
子
ど
も

た
ち
を
守
る
た
め
に
、
子
ど
も
の

お
か
れ
て
い
る
現
状
を
認
識
し
、

必
要
な
知
識
や
対
処
方
法
な
ど
に

つ
い
て
知
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

と
き
／
６
月
１
日（
月
）

　
　
　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

と
こ
ろ
／
市
民
会
館
４
階
ホ
ー
ル

（
内
記
三
丁
目
）

講
師
／
全
国
ｗ
ｅ
ｂ
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
協
議
会
理
事
長　
 
安  
川  
雅  
史 

や
す 
か
わ 
ま
さ 

し

さ
ん

入
場
料
／
無
料

■
学
校
教
育
課
教
育
指
導
係

（
℡　

‐
７
０
４
０
）

２４

 
中
小
企
業
緊
急
雇
用

 
安
定
助
成
金

　

景
気
の
変
動
な
ど
の
経
済
上
の

理
由
に
よ
る
企
業
収
益
の
悪
化
か

ら
、
事
業
活
動
の
縮
小
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
中
小
企
業
事
業
主
が
、

そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
を
一
時
的

に
休
業
、
教
育
訓
練
ま
た
は
出
向

さ
せ
た
場
合
に
、
手
当
も
し
く
は

賃
金
な
ど
の
一
部
が
助
成
さ
れ
ま

す
。

 
若
年
者
等
正
規
雇
用
化

 
特
別
奨
励
金

　
「
年
長
フ
リ
ー
タ
ー
お
よ
び　
３０

歳
代
後
半
の
不
安
定
就
労
者
」
ま

た
は
「
採
用
内
定
を
取
り
消
さ
れ

て
就
職
先
が
未
定
の
学
生
な
ど
」

を
正
規
雇
用
し
て
い
る
場
合
に
、

奨
励
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
中
小
企
業　
　
　

１
０
０
万
円

▼
大
企
業　
　
　
　
　
　
　

万
円

５０

 
派
遣
労
働
者
雇
用
安
定
化

 
特
別
奨
励
金

　

派
遣
先
で
派
遣
労
働
者
を
直
接

雇
い
入
れ
た
場
合
、
奨
励
金
支
給

の
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
中
小
企
業
／
最
高
１
０
０
万
円

▼
大
企
業
／
最
高　

万
円

５０

　

こ
れ
ら
の
助
成
金
や
奨
励
金
の

支
給
に
は
詳
細
な
要
件
が
あ
り
ま

す
。

　

く
わ
し
い
こ
と
は
福
知
山
公
共

職
業
安
定
所
（
℡　

‐
８
６
０
９
）

２３

ま
で
。

　

宝
く
じ
の
収
益
金
を
財
源
と
す

る（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
平

成　

年
度
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成 

２０

事
業
」（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

助
成
事
業
）を
活
用
し
て
、
大
江
町

中
央
自
治
会（
中
央
区
）に
対
し
、

助
成
が
あ
り
ま
し
た
。

　

助
成
額
は
１
４
４
０
万
円
で
し

た
。

　

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
皆
さ
ん

の
日
常
生
活
に
役
立
つ
よ
う
広
く

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
文
化
振
興

係（
℡　

‐
７
０
３
３
）

２４

職
種
／
行
政
事
務
・
税
務
・
土
木
・

林
業

受
験
資
格
／
昭
和　

年
４
月
２
日

６３

〜
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

申
込
受
付
期
間

　

６
月　

日（
火
）〜　

日（
火
）

２３

３０

第
１
次
試
験
／
９
月
６
日（
日
）

試
験
地
／
福
知
山
市
ほ
か

　

く
わ
し
い
こ
と
は
、
人
事
院
近

畿
事
務
局（
℡　

‐
４
７
９
６
‐

０６

２
１
９
１
）ま
で
。　

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ　

http://w
w
w
.jinji.go.jp/kinki/

ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
防
止
実
践

セ
ミ
ナ
ー 

国
の
緊
急
雇
用
助
成
金
と

奨
励
金
（
事
業
主
向
け
）

宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業

国
家
公
務
員
採
用

Ⅲ
種
試
験

2009

第16回緑化まつり開催 
テーマ「花と緑のまちづくり」 

第16回緑化まつり開催 第16回緑化まつり開催 

と　き／６月６日（土）・７日（日） 
　　　　午前９時３０分～午後４時 
ところ／都市緑化植物園・三段池公園 
　　　　総合体育館前周辺（三段池公園） 

※当日は、都市緑化植物園・動物園・児
童科学館の入園・入館料が半額 

※そのほか、ふれあい動物園、吊シノブ
　作りのミニ講習会（有料）、花苗プ
　レゼント（１,８００人分）、うどん、ラー
　メンもあります。 

■都市緑化協会（℡２３-６３２４） 

▲

新
築
さ
れ
た
中
央
自
治
会
公
民
館

１
万
円
で
１
万
１
０
０
０
円
分
の
買
い
物
が
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
で
す
。５
月　

日（
月
）か
ら
市
役
所
・
商
工
会
議
所
・
商

１８

工
会
で
販
売
し
ま
す
。く
わ
し
い
こ
と
は
、実
行
委
員
会
本
部（
℡　

‐
２
１
０
８
）ま
た
は
、商
工
振
興
課（
℡　

‐
７
０
７
５
）ま
で
。

２２

２４

「
ド
ッ
コ
イ
セ
商
品
券
」

　の納期限日です。■税務課資産税係（℡２４‐７０２５）■下水道管理課管理普及係（℡２３‐２０８４）

販売
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市
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら
、

２１

長
寿
医
療
制
度
の
一
部
の
被
保
険

者
（
本
人
の
収
入
が
少
な
い
の
に
、

世
帯
の
収
入
が
多
い
た
め
国
の
軽

減
策
に
該
当
し
な
い
被
保
険
者
）

を
対
象
に
、
給
付
金（
４
５
１
０

円
）を
支
給
し
ま
す
。
対
象
者
に

は
、
市
か
ら
通
知
し
ま
す
。

対
象
者
／
次
の
４
項
目
す
べ
て
に

該
当
す
る
人
。

①
４
月
１
日
に
長
寿
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
被
保
険
者

②
平
成　

年
度
の
後
期
高
齢
者
医

２１

療
保
険
料
が
均
等
割
の
み
で
、
国

の
軽
減
策
に
該
当
し
な
い
人

③
平
成　

年
度
の
後
期
高
齢
者
医

２１

療
保
険
料
を
、
給
付
金
の
金
額
を

超
え
て
納
め
て
い
る
人

④
過
去
２
年
間（
平
成　

年
度
は

２１

過
去
１
年
間
）、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
人

※
平
成　

年
度
の
保
険
料
は
７
月

２１

に
決
定
す
る
た
め
、
今
現
在
、

該
当
す
る
か
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

■
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
医
療
係

（
℡　

‐
７
０
１
８
）

２４

　

６
月
か
ら
、
同
居
の
家
族
が
自

動
車
を
保
有
し
て
い
る
場
合
で
も
、

日
中
は
独
居
や
高
齢
者
世
帯
と
な

る
た
め
、
送
迎
手
段
が
な
い
と
い

う
人
も
利
用
で
き
ま
す
。

要
件（
す
べ
て
を
満
た
す
人
）

①
お
お
む
ね　

歳
以
上
の
在
宅
高

６５

齢
者

②
家
族
に
よ
る
送
迎
が
困
難
な
人

③
他
人
の
介
助
や
見
守
り
が
な
い

と
、
移
動
や
タ
ク
シ
ー
を
含
む
す

べ
て
の
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が

困
難
な
人

内
容
／
タ
ク
シ
ー
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

な
ど
が
行
っ
て
い
る
移
送
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
場
合
、
助
成
券

（
１
回
の
利
用
に
つ
き
、
３
０
０

〜
５
０
０
円
）を
交
付
し
、
料
金

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。（
枚
数

制
限
あ
り
）

利
用
で
き
る
区
間
／
自
宅
〜
医
療

機
関
・
公
共
機
関
・
福
祉
施
設

申
請
方
法
／
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
、
ま
た
は
担
当
の
介
護
支
援

専
門
員
が
代
行
し
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

（
℡　

‐
７
０
７
３
）

２４

高
齢
者
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業　

対
象
要
件
緩
和

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

負
担
軽
減
事
業

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）

人間ドックのお知らせ
　市では、７５歳以上（一定の障害があると認定を
受けた人は６５歳以上）の長寿医療制度の加入者
を対象に、６月から人間ドックを実施します。
※長寿医療制度に加入の人は、後期高齢者健診
または人間ドックのどちらかを選んでくださ
い。 

　　　国民健康保険

　　人間ドックのお知らせ
　市では、３０歳以上の国民健康保険加入者を対
象に、６月から人間ドックを実施します。
※４０歳以上の国民健康保険加入の人は、特定健
康診査または人間ドックのどちらかを選んで
ください。

国 民 健 康 保 険長 寿 医 療 制 度

①市の国民健康保険加入期間が６カ月
　以上で、満３０歳以上の人
②入院または妊娠していない人
③国民健康保険料を完納している世帯
　に属する人

①長寿医療制度に加入している人
（市から後期高齢者医療被保険者証の
交付を受けている人）

②入院していない人
③後期高齢者医療保険料を完納している人

受診できる人

３,０００円　（受診時、医療機関に支払う）健診費用

血圧測定、尿検査、心電図、血液検査（脂質系検査、腎機能検査、糖尿病検査、肝機能
検査、貧血検査、痛風検査、腫瘍マーカー検査）、エックス線検査（胸部）、胃検査（胃
透視または胃カメラ）、大腸検査（便検査）

健診項目

京都ルネス病院、福知山市民病院受診できる医療機関

平成２１年５月１８日（月）～平成２２年２月２６日（金）受付期間

保険課または、各支所窓口相談係まで
※国民健康保険証、印鑑、特定健康診
査受診券が必要です。

※特定健康診査受診券は５月中に、年
度末４０～７５歳の国民健康保険加入者
に送付します。

高齢者福祉課高齢者医療係または、各支
所窓口相談係まで
※後期高齢者医療被保険者証と印鑑が必
要です。申し込み

■保険課国保給付係（℡  ２４‐７０１５）■高齢者福祉課高齢者医療係（℡  ２４‐７０１８）問い合わせ先

年に一度は、必ず健診を受けましょう

6月～

６月１日（月）は、固定資産税・都市計画税第１期分・下水道受益者負担金第１期分　
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漏
水
し
て
い
ま
せ
ん
か　
　
　
     

　

屋
内
で
漏
水
し
て
い
な
い
か
、

時
々
水
道
メ
ー
タ
ー
を
点
検
し
て

く
だ
さ
い
。

　

家
中
の
す
べ
て
の
蛇
口
を
閉
め

て
も
、
水
道
メ
ー
タ
ー
内
の
銀
色

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
が
回
っ
て

い
る
場
合
は
、
漏
水
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

漏
水
の
場
合
は
、
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
か
市
上
下
水
道
ガ

ス
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
２４

４
８
８
１
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
ガ
ス
水
道
部
営
業
課
料
金
係

（
℡　

‐
６
５
０
１
）

２２

  
水
道
メ
ー
タ
ー
・
市
ガ
ス
メ
ー 

  
タ
ー
の
取
り
換
え

　

水
道
メ
ー
タ
ー
・
市
ガ
ス
メ
ー

タ
ー
は
計
量
法
に
よ
り
、
検
定
満

期（
水
道
メ
ー
タ
ー
８
年
・
市
ガ
ス

メ
ー
タ
ー　

年
）に
よ
る
取
り
換

１０

え
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
職
員
証
を
持
っ
た
市

上
下
水
道
ガ
ス
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
職
員
が
メ
ー
タ
ー
取
り
換

え
を
行
い
ま
す
。

屋
外
に
あ
る
水
道
メ
ー
タ
ー

　

留
守
の
場
合
で
も
取
り
換
え
ま

す
。

市
ガ
ス
メ
ー
タ
ー

　

在
宅
時
に
、
立
ち
会
い
を
お
願

い
し
取
り
換
え
ま
す
。

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
や
付

近
に
物
を
置
か
な
い
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
鉛
製
給
水
管
に
つ
い
て　
　
　
   

　

昭
和　

年
以
前
に
設
置
さ
れ
た

５８

給
水
管（
旧
三
町
を
除
く
）に
は
、

鉛
管
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

給
水
管
が
鉛
管
で
あ
っ
て
も
、

毎
日
の
生
活
で
水
道
水
を
使
用
さ

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
鉛
の
濃
度
は

国
の
定
め
る
基
準
以
下
で
あ
り
、

特
に
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

水
道
水
が
給
水
管
に
長
時
間
滞
留

す
る
と
、
鉛
の
濃
度
が
高
く
な
っ

た
り
、
消
毒
用
の
塩
素
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

朝
夕
一
番
の
水
道
水
や
旅
行
な

ど
で
留
守
に
さ
れ
た
と
き
な
ど
は
、

念
の
た
め
最
初
の
水
を
バ
ケ
ツ
１

杯（　

㍑
）程
度
、
ト
イ
レ
・
洗
濯

１０
な
ど
、
飲
用
以
外
に
お
使
い
く
だ

さ
い
。

■
ガ
ス
水
道
部
営
業
課
お
客
様

サ
ー
ビ
ス
係
（
℡　

‐
６
５
０
０
）

２２

 
鉛
製
給
水
管
の
取
り
換
え
に
つ
い
て

　

ガ
ス
水
道
部
で
は
、
公
道
下
の

配
水
管
か
ら
宅
地
内
メ
ー
タ
ー
ま

で
の
鉛
製
給
水
管
の
取
り
換
え
を

計
画
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
宅
地
内
の
給
水
管
は
、
個
人

の
財
産
で
あ
り
、
取
り
換
え
や
維

持
管
理
は
お
客
様
に
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

各
ご
家
庭
で
取
り
換
え
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
か
ら
、
宅
地
内
の
鉛
製

給
水
管
を
取
り
換
え
ら
れ
る
場
合

は
、
併
せ
て
ガ
ス
水
道
部
で
公
道

下
の
配
水
管
か
ら
宅
地
内
メ
ー

タ
ー
ま
で
の
取
り
換
え
を
行
い
ま

す
。

　

く
わ
し
く
は
、
水
道
課
上
水
道

係（
℡　

‐
６
５
０
２
）ま
で
ご
相

２２

談
く
だ
さ
い
。

ガ
ス
水
道
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

おひさまひろば・ふれあいのへや・なかよしひろば
　子育て中の親どうし、子どもどうしのネットワークを広げませんか。
※「おひさまひろば」は、メンバー登録や予約は不要で、だれでも参加できます。
※「ふれあいのへや」、「なかよしひろば」のさつま芋の苗さしと子育て講座（食育）は予約が必要です。
※予約は、電話で各子育て支援センターまで。予約の受け付けは、各行事開催月の初日から先着順。
■子育て支援課子育て推進係（℡２４‐７０６６）
おひさまひろば　開催時間／午前１０時３０分～正午

と　こ　ろ内　　容と　　き
三段池公園（猪崎）
※雨天の場合は武道館ピクニック５月２１日（木）

武道館（猪崎）お楽しみ会６月１１日（木）
成和地域公民館

（拝師）
水遊び・シャボン玉
※着替えをお持ちください。７月８日（水）

ふれあいのへや　開催時間／午前１０時～１１時３０分
　夜久野子育て支援センター（℡３７‐０１８９）

と　こ　ろ内　　容と　　き

夜久野ふれあいプラザ
（夜久野町下町）

室内遊び いっしょにあそぼう！６月５日（金）
歯のひろば（星空ひろば）６月２３日（火）
食のひろば（星空ひろば）７月１４日（火）

下夜久野地域公民館
（且）

のびのび子育て交流会
（日本の遊び）８月２７日（木）

なかよしひろば　開催時間／午前１０時～１１時３０分
　三和子育て支援センター（℡５８‐４５８０）

と　こ　ろ内　　容と　　き
夜久野ふれあいプラザ
（夜久野町下町）

室内あそび
いっしょにあそぼう！６月５日（金）

三和子育て支援センター
（川合保育園内）

子育て講座（絵本）６月１６日（火）
色水あそび６月２３日（火）
水あそび７月１４日（火）

東部保健福祉センター
（千束）

子育て講座（食育）
※要予約７月３０日（木）

三和子育て支援センター
（川合保育園内）

子育て講座（夏の遊び）８月４日（火）
プールあそび８月１８日（火）
水あそび８月２５日（火）

土曜日開庁終了しました
　２月から試行していた土曜日
開庁は、４月をもって終了しま
した。
　今回の試行を受けて、来年２
月～４月の繁忙期に本格実施
します。
■市民課窓口係（℡２４‐７０１４）

　マナー　　■生活交通課交通対策係（℡  ２４‐７０２０）



13 広報ふくちやま　H21（2009）．5．1

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

ビンちゃん　エコカーに
はどんなのがあるか
知っとるか。

カンちゃん　天然ガス車
やハイブリット車、それ
に電気自動車もあるな
あ。

ビンちゃん　そのほかにも、燃料の種類によって
ＬＰガス車、ＤＭＥ（ジメチルエーテル）車、燃
料電池自動車、また低排出ガス車もあるで。

カンちゃん　へぇ、いっぱいあるなあ。
ビンちゃん　いちばんエコな車はどれやと思う。
カンちゃん　やっぱり、燃料電池自動車かな。
ビンちゃん　そのとおり。燃料電池自動車は排気
ガスを出さずに水しか出さないため、環境には
最適な車なんやで。

カンちゃん　ほんまかいな。水しか出せへんのか
いな。

ビンちゃん　でも、今は値段は高いし、走行距離
も普通車より短いので普及してないんや。

カンちゃん　環境に最適な車なら、ぼくもエコ
カーにしたいな。

ビンちゃん　環境に優しいエコカーを買うと、エ
コカー助成やエコカー減税で、自動車取得税や
自動車重量税が減免されるんや。国もエコカー
の普及に取り組んでいるんやで。市内にも、ハ
イブリッド車用リチウムイオン電池の工場が
建つようだし、世界的にも期待されているよ。

カンちゃん　将来、エコカーが増えたら環境によ
くなるなあ。

■環境政策室（℡　２２ ‐ １８２７）

人権シリーズ 共に幸せを生きるまちづくりに向けて

　さまざまな相談窓口が設けられるようになり、
３０歳代と５０歳代以上の男性に、深い悩みを抱え
ている人が、多いことがわかってきました。
　また、男性の中には「男は弱音なんか言って
はいけない。人前で泣いてはいけない」「一家
の大黒柱として、自分が家族を支えなければな
らない。それが男の役目」という強い責任感を
持ち、男らしさ女らしさ（性的役割分担）に縛
られ、早い時期に相談に行くことができないと
いう一面がうかがえます。しかし、相談が遅れ
ると心の健康も損ない、うつ病などの精神疾患
を発症することが心配されています。
　たとえば、会社員では「配置転換→過労や職

場の人間関係の悪化→うつ病」、経営者では
「事業不振→生活苦→多重債務→うつ病」とい
うように、日がたつとともに、次第に悩みも深
まっていくことがあります。
　私たちが抱える悩みの中には、個人の努力や
家族の協力だけでは解決できない社会問題があ
ります。その問題解決のために、支援する相談
窓口が設けられています。
「男だって、悩みます。泣きたくなることもあ
ります」ひとりで悩まないで、まず相談してく
ださい。家族や知人も相談できます。
■生涯学習課人権教育係（℡   ２４‐ ７０６５）

身近な相談窓口　※気軽に相談してください。秘密は堅く守られます。
℡ ０７５‐６４５‐５１５５京都府精神保健福祉総合センターこころの相談電話

（心の苦しみ、自殺予防相談） 月～金／午前９時～正午、午後１時～４時

℡ ０７５‐８６４‐４３４３
京都いのちの電話いのちの電話

（心の苦しみ、自殺予防相談） ２４時間いつでも相談できます。

℡ ２４‐７０２７
担当課／秘書広報課　市民相談室借金返済、土地・建物や離婚など

さまざまな問題 内容に応じた相談員を紹介します。

℡ ２４‐３７４９担当課／学校教育課　教育相談室子どもの教育相談
（不登校、非行、障害など）

℡ ２４‐７０１７担当課／社会福祉課　社会福祉係心の悩みごと相談（障害者相談支援事業）

男だって、悩む　あなたの悩み　相談してください

　思いやりで高めよう　福知山の交通　
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芦  
田 　
 
憲  
明 

あ
し 

だ 

の
り 
あ
き

人
事
異
動

ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/
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▼
同
参
事　
　
　
     
大  
槻 　
 
祥  
二 

お
お 
つ
き 

し
ょ
う 

じ

▼
同
参
事　
　
　
　
 
村  
上 　
 
芳  
道 

む
ら 
か
み 

よ
し 
み
ち

▼
次
長（
兼
）学
校
教
育
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
栗
林 　
 
幸
重 

く
り
ば
や
し 

こ
う
じ
ゅ
う

▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
 
山  
口 　
 
恒  
久 

や
ま 
ぐ
ち 

つ
ね 
ひ
さ

▼
次
長（
兼
）生
涯
学
習
課
長　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
 
芦  
田 　
 
正  
人 

あ
し 

だ 

ま
さ 

と

▼
同
参
事　
　
　
　
 
和  
田 　
 
大  
顕 

わ 

だ 

だ
い 
け
ん

▼
同
参
事　
　
　
　
 
岡  
野 　
 
天  
明 

お
か 

の 

た
か 
あ
き

▼
中
央
公
民
館
長　
 
荒  
木 　
 
正  
典 

あ
ら 

き 

ま
さ 
の
り

▼
図
書
館
中
央
館
長（
兼
）三
和
分

館
長（
兼
）夜
久
野
分
館
長（
兼
）大

江
分
館
長　
　
　
　

木き
   
 
ノ  
下  
典  
子 

の 

し
た 
ふ
み 

こ

公
平
委
員
会
事
務
局

▼（
兼
）局
長　
　
　
 
吉  
田 　
 
浩  
重 

よ
し 

だ 

ひ
ろ 
し
げ

農
業
委
員
会
事
務
局

▼
局
長　
　
　
　
　
 
和  
田 　
 
慎  
一 

わ 

だ 

し
ん 
い
ち

消
防
本
部

▼
消
防
長　
　
　
　
 
土  
家 　
　
 
潔 

つ
ち 

や 

き
よ
し

▼
次
長　
　
　
　
　
 
横  
山 　
 
泰  
昭 

よ
こ 
や
ま 

や
す 
あ
き

▼
同
参
事　
　
　
　
 
芦  
田 　
 
修  
司 

あ
し 

だ 

し
ゅ
う 
じ

▼
消
防
署
長　
　
　
 
西  
村 　
 
一  
雄 

に
し 
む
ら 

か
ず 

お

▼
警
防
課
長　
　
　
 
田  
中 　
 
澄  
夫 

た 

な
か 

す
み 

お

▼
同
参
事　
　
　
　
 
古  
旗 　
　
 
悟 

こ 

ば
た 

さ
と
る

▼
予
防
課
長　
　
　
 
中  
路 　
　
 
勝 

な
か 

じ 

ま
さ
る

▼
同
参
事　
　
　
　
 
大  
槻 　
 
久  
人 

お
お 
つ
き 

ひ
さ 

と

▼
通
信
指
令
室
長　
 
阪  
根 　
 
雅  
弘 

さ
か 

ね 

ま
さ 
ひ
ろ

▼
東
分
署
長　
　
　
 
山  
口 　
 
省  
三 

や
ま 
ぐ
ち 

し
ょ
う 
ぞ
う

▼
北
分
署
長　
　
　
 
畑 　
　
 
英  
昭 

は
た 

ひ
で 
あ
き

ガ
ス
水
道
部

●
ガ
ス
水
道
事
業
管
理
者

　
　
　
　
　
　
　
　
 
岩  
城 　
 
一  
洋 

い
わ 

き 

か
ず 
ひ
ろ

▼
部
長　
　
　
　
　
 
足  
立  
喜  
久  
夫 

あ 

だ
ち 

き 

く 

お

▼
総
務
課
長　
　
　
 
岡  
部 　
 
成  
幸 

お
か 

べ 

し
げ 
ゆ
き

▼
同
参
事　
　
　
　
 
井  
上 　
　
 
傑 

い
の 
う
え 

す
ぐ
る

▼
営
業
課
長　
　
　
 
正  
木 　
 
好  
美 

ま
さ 

き 

よ
し 

み

▼
ガ
ス
課
長　
　
　
 
高  
橋 　
 
宏  
三 

た
か 
は
し 

こ
う 
ぞ
う

▼
次
長（
兼
）水
道
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
四  
方 　
 
吉  
則 

し 

か
た 

よ
し 
の
り

▼
同
参
事　
　
　
　
 
土  
手 　
 
良  
孝 

ど 

て 

よ
し 
た
か

福
知
山
市
民
病
院

●
病
院
事
業
管
理
者
・
病
院
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
香  
川 　
 
惠  
造 

か 

が
わ 

け
い 
ぞ
う

▼
副
院
長　
　
　
　
 　
  
長 　
 
靖  
生 

さ
き 
な
が 

や
す 

お

医
療
安
全
管
理
室

▼（
兼
）室
長　
　
　
 　
  
長 　
 
靖  
生 

さ
き 
な
が 

や
す 

お

▼
同
室
医
療
安
全
管
理
者

　
　
　
　
　
　
　
　
 
佐  
藤  
真  
寿  
美 

さ 

と
う 

ま 

す 

み

診
療
情
報
管
理
室

▼（
兼
）室
長　
　
　
 　
  
長 　
 
靖  
生 

さ
き 
な
が 

や
す 

お

事
務
部

▼
部
長　
　
　
　
　
 
森  
下 　
 
恒  
年 

も
り 
し
た 

つ
ね 
と
し

▼
総
務
課
長　
　
　
 
山  
口 　
　
 
誠 

や
ま 
ぐ
ち 

ま
こ
と

▼
同
参
事　
　
　
　
 
岡  
部 　
 
繁  
己 

お
か 

べ 

し
げ 

み

▼
次
長（
兼
）医
事
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
足  
立 　
 
秀  
明 

あ 

だ
ち 

ひ
で 
あ
き

診
療
部

▼
部
長　
　
　
　
　
 
太  
田 　
　
 
努 

お
お 

た 

つ
と
む

▼
副
診
療
部
長　
　
 
山  
下 　
 
貞  
雄 

や
ま 
し
た 

さ
だ 

お

▼
副
診
療
部
長　
　
 
小  
牧 　
 
稔  
之 

こ 

ま
き 

と
し 
ゆ
き

▼
副
診
療
部
長　
　
 
西  
尾 　
　
 
学 

に
し 

お 

ま
な
ぶ

▼
副
診
療
部
長　
　
 
川  
上 　
 
定  
男 

か
わ 
か
み 

さ
だ 

お

▼
副
診
療
部
長　
　
 
石  
井 　
　
 
洋 

い
し 

い 

ひ
ろ
し

▼
内
科
医
長　
　
　
 
平  
川 　
 
浩  
一 

ひ
ら 
か
わ 

こ
う 
い
ち

▼
同
医
長　
　
　
　
 
藏  
本 　
 
伸  
生 

く
ら 
も
と 

の
ぶ 

お

▼
同
医
長　
　
　
　
 
川  
島 　
 
篤  
志 

か
わ 
し
ま 

あ
つ 

し

▼
精
神
神
経
科
医
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
鑪 　
　
 
直  
樹 

た
た
ら 

な
お 

き

▼（
兼
）消
化
器
科
医
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
小  
牧 　
 
稔  
之 

こ 

ま
き 

と
し 
ゆ
き

▼
同
医
長　
　
　
　
 
渡  
邉 　
　
 
正 

わ
た 
な
べ 

た
だ
し

▼（
兼
）循
環
器
科
医
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
西  
尾 　
　
 
学 

に
し 

お 

ま
な
ぶ

▼
小
児
科
医
長　
　
 
大  
神 　
　
 
文 

お
お 
が
み 

あ
や

▼（
兼
）外
科
医
長　
 
川  
上 　
 
定  
男 

か
わ 
か
み 

さ
だ 

お

▼（
兼
）同
医
長　
　
 
石  
井 　
　
 
洋 

い
し 

い 

ひ
ろ
し

▼
同
医
長　
　
　
　
 
趙 　
　
 
秀  
之 

ち
ょ
う 

ひ
で 
ゆ
き

▼（
兼
）整
形
外
科
医
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 　
  
長 　
 
靖  
生 

さ
き 
な
が 

や
す 

お

▼（
兼
）脳
神
経
外
科
医
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
太  
田 　
　
 
努 

お
お 

た 

つ
と
む

▼
形
成
外
科
医
長　
 
山  
本 　
　
 
暢 

や
ま 
も
と 

み
つ
る

▼
小
児
外
科
医
長　
 
深  
田 　
 
良  
一 

ふ
か 

た 

り
ょ
う 
い
ち

▼
皮
膚
科
医
長　
　
 
近  
森  
亜  
紀  
子 

ち
か 
も
り 

あ 

き 

こ

▼
泌
尿
器
科
医
長　
 
田  
中 　
 
善  
之 

た 

な
か 

よ
し 
ゆ
き

▼
産
婦
人
科
医
長　
 
奥  
田 　
 
知  
宏 

お
く 

だ 

と
も 
ひ
ろ

▼
眼
科
医
長　
　
　
 
安  
東 　
 
秀  
員 

あ
ん 
ど
う 

ひ
で 
か
ず

▼
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
医
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
西  
尾 　
 
健  
志 

に
し 

お 

た
け 

し

▼
放
射
線
科
医
長　
 
羽  
柴 　
 
光  
起 

は 

し
ば 

み
つ 
お
き

▼
同
科
診
療
放
射
線
技
師
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
橋  
岡 　
 
康  
志 

は
し 
お
か 

や
す 

し

▼
麻
酔
科
医
長　
　
 
清  
水 　
 
文  
浩 

し 

み
ず 

ふ
み 
ひ
ろ

▼（
兼
）救
急
室
医
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
深  
田 　
 
良  
一 

ふ
か 

た 

り
ょ
う 
い
ち

▼（
兼
）臨
床
検
査
科
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
小  
牧 　
 
稔  
之 

こ 

ま
き 

と
し 
ゆ
き

▼
同
科
臨
床
検
査
技
師
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
岸  
本 　
 
芳  
久 

き
し 
も
と 

よ
し 
ひ
さ

▼
診
療
技
術
科
診
療
技
術
技
師
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
内  
田 　
　
 
宏 

う
ち 

だ 

ひ
ろ
む

薬
剤
部

▼
部
長　
　
　
　
　
 
萠  
抜 　
 
一  
郎 

は
え 
ぬ
き 

い
ち 
ろ
う

▼
副
薬
剤
部
長　
　
 
近  
藤 　

あ
い

こ
ん 
ど
う

看
護
部

▼
部
長　
　
　
　
　
 
森 　
 
由  
香  
里 

も
り 

ゆ 

か 

り

▼
副
看
護
部
長　
　
 
足  
立 　
 
美  
紀 

あ 

だ
ち 

み 

き

附
属
看
護
学
校

▼
（
兼
）
学
校
長　
 　
  
長 　
 
靖  
生 

さ
き 
な
が 

や
す 

お

▼
副
学
校
長　
　
　
 
杉  
本  
佳  
代  
子 

す
ぎ 
も
と 

か 

よ 

こ

▼
（
兼
）
事
務
長　
 
山  
口 　
　
 
誠 

や
ま 
ぐ
ち 

ま
こ
と

開
発
公
社

▼
総
務
部
長（
兼
）業
務
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
高  
橋 　
 
泰  
之 

た
か 
は
し 

や
す 
ゆ
き

■
職
員
課
人
事
給
与
係

（
℡　

‐
７
０
３
４
） 

２４

　 
Ｑ  
「
荷
物
の
紛
失
な
ど
も
、
期

限
な
し
で
保
証
が
効
く
の
で
安

心
」
と
勧
め
ら
れ
、
引
っ
越
し
を

依
頼
し
ま
し
た
。
半
年
後
、
や
っ

と
す
べ
て
の
荷
物
を
片
付
け
ま
し

た
が
、
小
物
の
入
っ
た
箱
の
紛
失

に
気
づ
き
ま
し
た
。
事
業
者
に
連

絡
を
し
た
の
で
す
が
、
責
任
は
負

え
な
い
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

 
Ａ 
荷
物
の
引
き
渡
し
日
か
ら
３

カ
月
以
内
に
荷
物
の
紛
失
を
事
業

者
に
通
知
し
な
い
場
合
は
、
事
業

者
の
責
任
は
消
滅
し
ま
す
。
た
だ

し
、
特
約
と
し
て
別
途
保
証
期
間

を
定
め
た
契
約
を
し
た
場
合
は
、

特
約
事
項
が
有
効
と
な
り
ま
す
。

受
け
渡
し
の
際
、
荷
物
の
個
数
の

確
認
な
ど
は
き
ち
ん
と
し
ま
し
ょ

う
。

　

事
例
の
よ
う
に
、
見
積
り
時
の

口
頭
で
の
説
明
だ
け
で
は
特
約
の

成
立
が
証
明
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず

見
積
書
な
ど
書
面
に
記
載
し
て
も

ら
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
生
活
交
通
課
住
民
生
活
係

（
℡　

‐
７
０
２
０
）

２４
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広
報
ふ
く
ち
や
ま
は
１
日
号
を
毎
月
第
１
木
曜
日
、　

日
号
を
毎
月
第
３
木
曜
日
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
次
回
５
月　

日
号
は
、
５
月　

日（
木
）に
配
布
し
ま
す
。

１５

１５

２１

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。■
秘
書
広
報
課
広
報
係（　
　

‐
７
０
０
０　
　
　

‐
７
０
２
３　

Ｅ
メ
ー
ル　h

isyo
@
city.fu

ku
ch
iya
m
a
.kyo
to
.jp

）

ＴＥＬ
２４

ＦＡＸ
２４

※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」は
、資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

三
岳
山
は
海
抜
８
３
９
㍍
、

福
知
山
市
の
最
高
峰
で
す
。
市

街
か
ら
遠
望
で
き
る
三
岳
山
は

実
に
堂
々
と
し
て
い
て
、
か
つ

て
「 
丹  
波  
山  
上 
」
と
呼
ば
れ
て

た
ん 

ば 

さ
ん 
じ
ょ
う

い
た
の
が
う
な
ず
け
ま
す
。

　

三
岳
山
の
名
の
由
来
に
つ
い

て
は
、 

源  
頼  
光 
が
鬼
退
治
の

み
な
も
と
の 
ら
い 
こ
う

と
き
、
こ
の
山
か
ら
大
江
山
を

見
立
て
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま

す
が
、
信
仰
の
山
、
御
嶽
山
か

ら
来
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

山
頂
近
く
の
三
岳
神
社
は
、

古
く
は 
蔵  
王  
権  
現  
社 
と
い
い
、

ざ 

お
う 
ご
ん 
げ
ん 
し
ゃ

大
化
年
間
（
７
世
紀
中
ご
ろ
）

に
修
験
の
開
祖
・ 
役  
小  
角 
が
、

え
ん
の 

お 

づ
ぬ

こ
こ
へ
登
っ
て 
参  
籠 
し
た
と
き
、

さ
ん 
ろ
う

蔵
王
権
現
が
現
れ
た
の
で
、
蔵

王
堂
を
建
て
た
の
が
始
ま
り
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

三
岳
山
は
、
平
安
時
代
か
ら

鎌
倉
時
代
に
か
け
て
北
近
畿
屈

指
の
修
験
道
場
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
の
遺
跡
は
、
行

者
神
社
を
は
じ
め
実
に
多
く
の

名
残
を
と
ど
め
て
お
り
、
こ
の

三
岳
神
社
の
別
当
寺
で
あ
っ
た

喜
多
の 
金  
光 

き
ん 
こ
う

 
寺 
や
下
佐
々

じ木
の 
威  
光  
寺 

い 

こ
う 

じ

な
ど
が
、
当

時
の
密
教
信
仰
の
拠
点
と
な
り
、

当
地
域
の
信
仰
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あか いし が たけ 

三岳山 

　怪しげなサングラスの３人組を、市民会館や厚生
会館で見かけたことはありませんか。講演会などで、
汗をかきながら、一生懸命、急いで急いで字を書い
ているのが私たちです。
　中途失聴者や難聴者に、情報保障の支援をしてい
ます。対象者の隣で用紙に要約筆記することもあり
ます。
　昭和５７年にサークルを結成。現在、メンバーは３０
代～７０代の１０人です。総合福祉会館での毎月２回の
例会では、練習もしますが、ついつい脱線してしま
い多彩な話題に花が咲きます。要約筆記には、雑学
が役立つので、このおしゃべりも無駄にはならない
と、毎回楽しい例会です。
　難聴協会との交流も楽しい活動です。協会の人た
ちから学ぶことや励まされることも多く、サークル
を続けていく元気をもらい、支えていただいていま
す。私たちは、「難聴」という障がいの理解者であり
たいと願っています。また、市内のほかの要約筆記
サークルとの交流を重ね、助け合いながら、もっと読みやすい要約筆記ができるよう頑張りた
いと思っています。
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三岳青少年山の家 
みたけ山荘 
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市内で活動している 
グループ・団体を紹介します 

要約筆記サークル「みみの輪」 
やす ぎ 


